
『ＳＡＢＯカード』の配布に至るまで

◆砂防堰堤から流れる流水に愛称を！

地域住民や観光客の皆様に砂防堰堤をより親しんで頂くため、砂防堰堤から流れる流水の様子
に「○○の滝」というような愛称名を募集し、２５５件の応募の中から施設付近の観光協会や教
育関係者、関係市町村などと選定を行い、令和元年度に愛称を付けました。
愛称の付いた砂防堰堤４基について群馬県内で初めて「ＳＡＢＯカード」の制作を行いました。

橋倉川第二砂防堰堤
「山中の滝」

榛名上流砂防堰堤
「つづらの滝」

片品上流砂防堰堤
「尾瀬さくらの滝」

万座川第二砂防堰堤
「万座の滝」

通常コンクリートの耐久性は、ＰＨ４～５が限界
とされておりますが、万座川は、流域内の温泉及び
硫黄鉱山跡地などからの廃水の流入によりＰＨ３以
下の強酸性河川であるため、コンクリート表面に耐
酸工法を用いた特殊な施工をしております。
また、愛称名は、万座川からイメージし、景観や
響きが美しいことから「万座」という名前を残して
『万座の滝』が選ばれました。

景観に配慮して表面を一般的に使用する型枠では
なく周辺の岩肌から型取りした特殊な型枠を製作し、
自然な岩に見えるような工夫を行っております。
また、愛称名は、付近に「桜」という地名があり、

目の前にある橋の名前が「桜橋」で、尾瀬からの清
流の流れ落ちる様が、とても美しい景色と流れと
なっていることから『尾瀬さくらの滝』が選ばれま
した。

地元小学生のアイデアで、神流町で発見された恐
竜の足跡の主である「山中竜」をモチーフに地場産
の三波石やみかぼ石の色の違いにより、砂防堰堤に
その姿が浮かび上がるように工夫しております。
また、愛称名は、砂防堰堤に「山中竜」が浮かび
上がること、山の中の自然と溶け合っていることな
どから『山中（サンチュウ）の滝』が選ばれました。
この愛称は、地元小学生の応募した愛称です。

歴史的景観に寄与している事から平成１８年（２
００６年）に登録有形文化財に登録されております。
また、愛称名は、砂防堰堤の上流に、葛籠（つづ
ら）を積み重ねたように見える奇岩「九折岩（又は
九十九岩）（読み：つづらいわ）」が見えているこ
とから『つづらの滝』が選ばれました。
「つづらいわ」は、溶岩の貫入により今の形に
なったとされています。


